


前年度対tt4.8鼠増の積極型
昭和63年度予算

長般会：42億8,837万円
a軍事E理恵璽~圃

を目ナ旨しての実現J“あさひ”郷土『豊かで活力あふれる

朝日開Tの昭和63年度予算が決まり，

4月からスター トしました。

これは，朝UlllT新総合計画を基本と

して，向こう 1年間の「町の台所」を

まかなうもので，特さんの生活と密接

に結ぴついています。

ここで， 予算のあらましを紺介しま

す。
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・・E：曙京町理冒－
町民税……・・・…6憾9,671万円
固定資産税・.....71慾9,803方円

｜軽自動車税 I! 749万円
町たばこ消費税…・7,940万円

電気税…－一－一一…・6,673万円

木材引取税・・・・・・・ー・・…..I万円

特別土地保有税・・・・・・・200方円

入湯税……一・・・・・・・・・・・ 938万円

水利地益税…・・・・・・・ I,131 JJ円

分担金負担金
1f:意7.410万円
(4.0%) 

町償一一一
2f意7.760万円
(6.5%) 地方交付税

11惚1.500万円
(26.0%) 

E理事f:1i回転樫盟問調

各会計予算額

一般会計総綴 42億8,837万円

特別会計総額 25億3,900万円

。回民総｝ぷ保険特別会計’・・・・・・・・剖.lJ.3,200万円

。老人保健医搬船業特別会計

－
特
集
「
昭
和
臼
年
度
予
算
L

＠

…416万円

。南保外て地！ベm水特別会計－・・・・・・・・・461万円

。｝JU藤奨学習t令特別会計－．．．．．．．．．．・・・・・・・66万円

む保健文化＇tl），~{ti; ！神別会．計－… e ・ e ・...・・・・・ 9万円

22億2,592万円

... 151:f29,281万円

C笹川診療所特別会~t · ・・…・……......722万円

C宮崎診療所特別会計一－－……一…・・・・945Ji円

今境珍療所特別会計…・…....…・・・・・ 1,624Jj円

C山崎診療所特別会計……・・…....l ,881万向

。簡易水道特例会，；1・・………………5、295Jif1]

C公共用地先行取得等事業特別会計

－消防費
1t意4.640万円
(3.4%) 

・商工費
1億2.292万円
(2.9%) 

・I報会費
9.441万円
(2.2%) 

・労働貨
3.664万円
<0.9%) 

一般会計の移り変わり

伝言；，；17方向

52億9,855万円

I 3竺竺T
40僚9.292万円

42億8.837万円
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68侭2,737万円（合業会式1・除く）

泊病院事業会計 （企業会計）
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れ
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取
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に
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に
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歳出の内訳を基本施策ごとに，主怠も

のを列記すると，次のようになります。

健康・生きがいと
文化のまちづくり

・衛生・民生 ・教育費・

かけがえのない健康づくりを推進し，和密診先など

の充実を図ります。

また，地域福祉の推進を図るため．ボラ ンティアコ

ーディネータ設置助成の充実を図り，さ らに， Z人の

生きがい対策の一環として，人工芝による室内ゲート

ポールコー トを設置します。

学校教育では，教育め環境整11m.情操教育に努めま

す。社会教育では，視聴覚ライブラリーにパソコンを

附設しまた，児童の健全育成を図るため， gっこ育

成推進卒業を実施します。

なお．今年も 「全国ビーチノfレーポール親普大会」

を開催します。

かけがえのない健康の増進・…・・・・…・・・…・ 371,634千円

。健康増進対策……………………………一26,420千円

。名人保健医療事業特別会計繰出金……ー79,482千円

’病院事業会計への助成・・…………...・H ・140.055千円

心ふれあ う福祉の充実…・…・…・……一…・ 618,739千円

。家庭本位員設置…・・ー………・・…・………..6,809千円

。.if;人福祉 ・在宅福fll:......…・・・・・・ぃ・・・・……11,664千円

。出生奨励金制度一……・・…・・ー・・………...・ H ・.500千円

。児1［遊園遊具補助…....・H ・....・H ・－－－…...・H ・.300千円

。室内ゲー トボール用人工芝設世………・・・ 1,300千円

人間性豊かな教育と文化の醸成…－…・・・・・ 396,692千円

。教材用1；信品等……－………・・・・・・一....・ H ・・・・・10,555千円

パソコン熔入等・・・・・・・………・・・・・・・・・・・・・…・ 3,000千円

。全国ビーチノ〈レーボール紙善大会…ー…・ 5,000千円
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。
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古
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。
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岸
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潮
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き
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付
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。
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環
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は

4
2
億

8

8

3
7
M
川、

同
氏
健
康
保
険
特

別
会
計
を
へ
パ
め
る
け

の
特
別
会
J
の
ん
H

汁
M
J
2
5
忠
3
、
ハ
ヨ
り

U
M川
1

・
日
山
刊
誌

t
3

i

l

i
－

－

 

ぃ
小
品
会
計
が
Z
2
惚
2
、
5
9
7・
万
円
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上
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
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5
回
全
国
ピ
ー
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
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椀
菩
大
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陸
自
動
車

道
の
全
線
開
通
に
伴
う
記
念
事
業
な
ど

の
事
業
を
計
上
し
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し
た
。
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か
ら
、
昔
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っ
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も
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を
復
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た
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と
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、
城
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臨
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つ
り
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行
い
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ま
た
、
町
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皆
さ
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史
跡
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ふ
れ
あ
い
パ
ス
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」
を

失
地
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

む
ら
お
こ
し
は
継
続

町

長

む
ら
お
こ
し
が
業
を
や
る
こ

と
に
よ
っ
て
以
が

．
岳
町
期
待
し

た
の
は
、

人
お
こ
し
で
す
c

今
、
む
ら

お
こ
し
に
燃
え
て
い
る
人
が
何
人
か
山
山

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
本
当
に
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
む
ら

わ
ね
こ
し
に
つ
い
て
は
、
日
年
度
J
U

継
続

し
て
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い

と
予
算
化

し
ま
し
た
。

ト
ド
す

む
ら
お
こ
し
で
パ
タ
パ
タ
茶

1

1
キ

を
開
発
し
た
り
、
地
元
の
特
産

品
と
言
う
こ
と
で
ア
ス
パ
ラ
や
イ
ノ
プ

タ
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
町
民
や
観
光

客
が
、
い
つ
で
も
、

ほ
し
い
時
に
特
産

口
聞
を
買
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

や 町
長 長
ま産
せ会 特
ん館 1藍
ねを品
。作を

るー
必堂
~に
が~
あめ
るた
か 物

町
の
将
来
に
向
け
て

ト
ド
す

こ
の
夏
に
北
陸
自
動
説
道
が

！

4

キ

開
通
し
ま
す
が
、

朝
円
町
が
単

な
る
通
過
地
点
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

人
H

討
す
る
と
、

9
0
偲
5
、
3
2
9
．
力
川

と
な
り
ま
す
た
た
、
町
民
の
符
さ
ん

ニ
・
治
問
心
が
あ
る
の
は
、

4
2
u
a

T
M川
余
り
の
．
般
公
社
で
し
ょ
・
7
ね砂

ト
ト
す

約

1
3
応
川
で

す

か

あ

ま

；
4
り
聞
き
似
れ
な
い

m位
な
の
で
、

ヒ
ン
と
、
－
な
い
の
で
す
が
。

I
z
z

こ
札
を
川

N
．
人
当
り
に
爪
す

｜

：
と
2
3
万
川
余
り
に
な
リ
ま
す

R
す

山
私
た
ち
．
人

一
人
に
約
2
3

：

キ

－力
川
の
お
金
が
使
わ
れ
て
い
る

と
い
7
・」
し
甲小
、
す
ね
u

ェ、．
7
で
十
九

そ
し
て

こ
の

町
長

4
2
億
円
余
り
の
チ
り
の
収
入

は
、町
民
統
や
同
定
資
産
税
、
た
ば
こ
消

費
税
な
ど
す
べ
て
の
税
を
入
れ
た
町
伎

が
1
6応
8
、
1
0
6
万
川
で
、
全
体
の

3
9
・
2

を
l
H
め
て

い
ま
す

R
↓リ

令
．
体
の

i
川
が
川
悦
で
ま
か

：

主ー

な
わ
れ
る
と
い
・
7
こ
と
で
す
ね

て
は
し
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

宮
崎
海
岸
や
北
文
な
ど
盟
白
な
資
源
を

生
か
し
て
、
も
っ
と
観
光
開
発
を
し
て

は
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
棚
山
の

ゴ
ル
フ
場
開
発
に
も
、

町
民
の
一
人
と

し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
の
活
性
化
や
人
口
減
少

に
術
止
め
を
か
け
る
た
め
に
も
、
よ
リ

一
層
、
住
宅
や
ム
宅
地
の
造
成
に
力
を
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
忠
い

ま
す
。

と
ニ
ろ
で
、
小
学
校
の
統
ム
い
に
つ
い

て
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
か

れ
る
の
で
す
か
。

町

長

今
年
の

2
川
に
小
小
校
以
境

桜
山
閣
議
議
会
か
ら
3
校
本
の
火
川

巾
を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
日
年
度

に
は
、
教
山
口
委
以
会
で
辿川一一
fk
滅
的
出
円
叫

ん
必
や
位
置
の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
訓
任

検
一
川
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
川
の

広
一
本
卜
刀
針
楽
を
作
ゥ
て

い
き
た

い
と
考

え
て
い
ま
す
。

木

村

学
校
問
題
は
縦
し
い
と
思
い

ま

す

が

校

舎

が
丘
杓
化
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
積
極
的
に
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
思
い
寺
三
九

町

長

学
校
統
合

問

町
に
と
っ
て

避
け
て
辿
れ
な
い
問
題
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
理
解

を
求
め
、
建
設
計
画
の
実
現
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

木

村

町
の
将
米
に
向
け
て
、
い

ろ

い
ろ
と
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
山
械
し
て
い
る
主
つ
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
予
算
を
効
埠
よ
く
依
っ
て
、

快
適
で
活
気
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
本
日
は
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

－
特
集
寸
昭
和
白
年
度
予
算
L

。

快
適
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

－
衛
生
・
土
木
・
消
防
費
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
海
岸
保
全
、
河
川
改
修

治
山
治
水
事
業
等
防
災
対
策
事
業
の
推
進
に
努
め
＃
手
。
ま
た
、

本
年
開
通
予
定
の
北
陸
自
動
車
道
朝
日
イ
ン
タ
ー
以
来
め
災
害

に
備
え
、
消
防
無
線
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
祭
備
す

2

る
と
と
・も
に

救
助
体
制
拡
充
の
た
め
消
防
指
令
車
を
購
入
し
ま
す
。
さ
ら
に

消
雪
装
置
、
路
面
流
言
工
、
除
蜜
機
械
等
を
箆
備

L
、
雪
対
策

を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
道
路
交
通
対
策
と
し
て

泊
桜
町
線
の
立
体
交
差
部
の
改
良
と
、
住
宅
対
策
と
し
て
町
・
営

桜
町
団
地
建
替
事
業
を
行
い
ま
す
。

安
全
な
ま
ち
の
整
備
・
：
：
・

j
i
－－：：・：
2
6
9
、

1
9
5千
円

。
河
川
事
業
：
：
：
・
：
：
j
i
－－
j
i－－－：：：：
4
、

7
0
1
千
円

。
治
山
事
業
：
：
：
；
：

j
i－－：
L
h
hに
：：
1
2
、
0
0
0
千
円

。
無
雪
害
街
づ
く
り
事
業
：
：
：
：
：
：
：
：
：
3
1
、

3
0
7
千
円

。
克
主
事
業
：：：：－

j
i
－－・：
j
i－－：・：
6
4
、

0
7
5
千
円

。
消
防
桁
令
市
購
入
：
：
：
：
：
：
：
：
j
i
－－：・
3
、

2
1
9千
円

。
初
防
無
線
エ
ボ
：
：
：
：
：
：
：
：
；
：
：

j
i
－
－
、

5
3
0
千
円

利
便
性
の
高
い
交
通
体
系
の
確
立
：
：
：
3
2
8、
4
5
9
千
円

。
郎
市
計
画
併
業
：
：
：
：
：
：
：
：
・j
i－－：
2
2
、
。
7
1千
円

。
道
路
特
別
改
良
ギ
業
：
：
：
；
：
；
：
：
：

2
l
7
、
2
3
7
千
円

。
道
路
儲
梁
新
設
改
良
事
業
・：
j
i－－：：
2
9、
1
5
3
千
円

快
適
な
居
住
環
境
の
整
備
：
：
：

j
i
－－
－5
0
2
、

0
0
4
千
円

。
住
宅
対
策
の
推
進
－i
p－－－
j
i
－－：：・
2
5
6、
0
4
6千
円

。
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
：
：
：
：
：
：
4
4、
7
8
0
千
円

。
清
帰
事
業
i
j
i
－－；：：・：－

i
・e

・－：
・：
6
8
、
2
5
4
千
円

。
縁
地
等
利
用
健
康
増
進
施
設
援
備
・：：・
3
5
、

3
9
1
千
同

活
気
と
魅
力
に

満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

・
農
林
水
産
・
商
工
・
観
光
費
・

良
業
に
つ
い
て
は
、
地
成
品
川
州肢
体
制
の
雌
ぶ
に
似
判
的
、
地
械

特
産
物
の
開
発
と
産
地
化
を
図
け
ま
す
。
林
業
で
は
、
林
道
の

整
備
を
図
り
、
優
良
林
木
育
成
対
策
い
や
菜
、
造
林
中
業
を
促
進

し
ま
す
。
水
産
業
は
、
沿
岸
域
漁
場
開
発
笑
証
実
験
制
k
試
合
笑

泌
す
る
ほ
か
、
中
間
育
成
事
業
な
ど
栽
培
漁
業
に
助
成
し
ま
す
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
む
ら
お
こ
し
事
業
ゃ
あ
さ
ひ
ま
つ
り

な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
助
成
し
、
商
店
街
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
e

ま
た
、
銭
光
に
つ
い
て
は
、
北
陸
自
動
車
道
が
全
線
開
通

す
る
こ
と
に
伴
い
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
観
光
モ
デ
ル
コ

ー
ス
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
誘
客
対
策
を
枯
極
的
に
進
め

る
ほ
か
、
朝
日
町
立
自
然
公
園
等
の
施
設
経
備
を
行
い
、
快
適

な
憩
い

の
場
を
提
供
し
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
農
林
水
産
業
の
振
興

：：
6
9
8
、
7
7
4
千
円

。
水
回
農
業
確
立
対
策
・
；：
j
i
－－：：：
；
1
5
、
8
0
8
千
円

．

。
農
道
整
備
事
業
・
：
：
j
i
－－
j
i
－－：：：
6
0
、

5
9
4
F問

。
農
村
総
人
口
整
備
必
業
：

j
i－－－
j
i－－；
2
5、
3
3
9千
円

。
ふ
る
さ
と
仮
興
事
業
：

j
i
－－：：；

j
i－－
l
、
5
3
1
下
円

。
林
道
事
業
－－
j
i
－－；：

j
i
－－：：・：：：
7
6、
2
2
1
千
円

。
山
村
振
興
事
業
：
：
：
j
i
－－：：
j

i
－－－
6
2、
8
3
6
F円

。
沿
岸
域
漁
場
開
発
実
証
実
験
調
台
：
：・：：

i
、
5
0
0
千
円

活
気
に
満
ち
た
商
工
業
の
振
興
・：；：
：
1
3
3、
7
4
4
千
円

。
商
工
業
融
資
資
金
制
度
予
業
：・：：
・：：
5
4
、

8
0
0
千
円

。
あ
さ
ひ
ま
つ
り
・商
店
街
活
性
化
事
業
：：：

l
、

7
0
0
千
円

魅
力
あ
ふ
れ
た
特
色
あ
る
観
光
の
開
発
：・
2
5
、

8
1
8
千
円

。
県
立
自
然
八
ム
一
国
隻
備

：
j
i－－
：
：
：
：
；
1
0、
0
0
0
千
円

。
観
光
施
設
整
備
；
：
；：：

j
i－
－
：
：
：
：
：
：
3
、

4
3
0
千
円

。
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
作
成
：
：
：
：
：
；
：
：
：

l
、

0
0
0
千
円

町

政

の

推

進

－
総
務
費
等
．

「貯
町
長
と
話
す
集
い
」
の
開
催
の
ほ
か
、
「
町
長
へ
の
た
よ

り
」
、
『
町
長
と
話
す
日
」
を
実
施
し
、

町
民
の
生
め

μを
町

政
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
温
か
い
心
の
通
う
町
政
を
俄
進
し

ま
す
。

町
政
の
推
進
：
・
：
：
：
：
：
j
i
－－：：：・：
9
4
3
、

3
0
7
千
円

。
友
好
都
市
ギ
業
：：：

j
i
－－：
j
i－
－
；
：
；
：
：
：
5
1
6
千
円

。
O
A
化
推
進
事
業
：
；
：
：
：
：
；
：

j
i
－－・；

l
、

4
4
0
千
円

。
広
域
行
政
の
推
進
・：；：

j
i
－－：：：

1
1
4
、
3
8
8
千
同

・
昭
和
閃
年

4
月
号

＠
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患事⑭おを》③
t~／.樹 （ ,, i~＼： l, II.む （2以上沙也加（1 t友）

グ） 3人｛止、.fxカζ家グ） E様です。

1・・.11.附｛ま． 1L:討に保育所へ行っています。

さすがお日ちく，んで、次努も長ムーもとて

しかわいが勺て＜ Hるので安心です。

聡｛止‘；l'.zJj;＜が）（Hきて＼ママのすきを

はては‘すぐに革ftを！従いて外へ山uトけて

しまいます今ま た， 自動小が）diチきで．

いつら 「ブーフ為一」と ~i· L・なヵ、ら．お も

九ゃて、遊んでいます。

沙也力IIちく，んlムよ ちよち歩きで＼ 1 

J~＼；：にる り ました。 i上 ‘』

なリ 司ノトは－ ｛存の人気者です。

3人の（fjl；ができ，家庭がにぎやかに

なリ． とて も十：せです。

叫
怠
扱
内
ぴ
お
古

島

端

弘

子

さ

ん

横
尾
（
お
歳
）

わ
れ
ら

U
タ
l
ン
族

制
H
問
に

U
タ
ー
ン
し
て
、
は
や

2
年
が
椛
と
う
と
し
て
い
ま
す

3

高

校
中
業
と
同
時
に
こ
の
朝
日
町
を
縦

札
、
3
年
間
東
京
で
生
活
し
た
わ
け

で
す
が
、
帰
ゥ
て
水
て
、
ま
ず
時
陥引

の
中
の
一
つ
司
’
川扶…
h

と
い
う
も
の

に
心
が
安
ら
ぎ
ま
し
た
、

槻
と
山
と
川
。
本
当
に
自
然
豊
か

な
町
だ
と
思
い
ま
す
。
東
京
で
凶
に

入
っ
て
く
る
物
と
い
え
ば
、
ビ
ル
、

泊
路
、
家
4w
み
だ
け
で
す
ω

あ
の
こ

ろ
を
振
り
返

ゥ
て
み
る
と
、
夜
伐
を

けん
上
げ
る
ゆ
と
り
も
な
か

っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
の
ゆ
と
り
は
，
M
分

に
と
勺
て
、
と
て
も
大
切
な
も
の
だ

加

と
感
じ
て
い
ま
す
。

民

さ
す
か
に
刈
っ
て
米
た
時
は
、
忠

、J

－
h
b
l

j
J

｝

i

，

し

F

き
り
仇
ヰ
け
に
’f
さ
ま
し
た

K

お
か
げ
で
気
持
は
リ
フ
レ
γ

シ
品
し

一

た
み
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ

一

の
自
然
を
自
分
の
中
で
う
ま
く
利
用

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

白

と
こ
ろ
で
披
近
は
、
加
判
H
川
に
も

新
し
い
企
業
が
進
出
し
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
も
っ
と
も
っ
と
削
の

F，
小
仁
レ
レ
ニ

j

－ヘ

L
d
t、、

．二－
F
．－

e
tふ
1
ィ
l

t
e
Jノ
サ
2
．ノ
J
d
，、
L
J
J
e
j
台
、
ナ
f

い
と
思
い
ま
す
ω

そ
れ
が
、
こ
れ
か

ら
の
私
た
ち
の
時
代
内
町
の
繁
栄
に

、

つ
な
が

っ
て
い
く
大
切
な
こ
と
だ
と

忠
い
ま
す
が

：
：
；
。

「
南
保
マ
マ
さ
ん
」
綱
引
チ
i
ム

スポヲトライト

弱
田
町
桜
町
岩
井
明
憾
さ
ん
の
長
男
降
樹
く
ん

（S
臼
・
5
・白〉
、次
男
総
く
ん
（

S
・引
・1
・印）、

長
女
沙
也
加
ち
ゃ
ん
｛
S
－日
・3
－
U
）

TE
1i十
円
高

3
県

（愛
知
、
東
京
、

三
車
）
に
勝

ち、

3
以
（
新
山
内
、
千
紫
、
岩
手
）

に
絞
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
引
与
数

で
は
4
勝
3
敗
（
円
以
後
の
試
合
は
3

本
引
き
の
た
め
）
だ
っ

た
た
め
、
敢

闘
賞
を
叫
燃
料
し
ま
し
た
也

大
会
中
は
、
い
ろ
ん
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
あ
り
、
街
名
人
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
あ
り
で
、
な
ご
や
か
な
中
に
も
大

変川川口・
A

の
込
勺
た
ぷ
’A
円
で
し
た
が
、

や
は
リ
合
同
の
峨
は
一
昨
く
、
決
勝
進

山
ま
で
に
は
，
全
リ
ま
せ
ん
て
し
た
‘

我
い
か
チ

i
ム
か
ん
よ
川
の
大
き
な
大

会
に
出
場
し
た
の
は
、
こ
れ
で
3
山

H
で
す
ω

以
内
の
綱
引
き
関
係
い
引
の

間
で
は
、
制
H
川
に
ト
刑
保
女
，
i
チ
ー

ム
あ
り
と
相
当
む
ち
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
責
任
も

あ
り
；

総
出
や
研
究
に
一
一
閉
め
努
力

を
し
な
け
れ
ば
と
悠
じ
て
い
ま
す
マ

今
年
の

6
月
に
は
ま
た
県
大
会
が

あ
リ
、
今
度
J
U
優
勝
以
を
持
ち
川
り
、

県
代
表
と
し
て
再
び
’
b
t
州
大
会
に
行

パ
タ
パ
タ
茶
の

茶
せ
ん
作
り
に

行
人
砧
さ
ん
は
、
パ
タ
パ

タ
茶
の
ぶ

せ
ん
を
作
リ
始
め
て
叩
年
匂

条
せ
ん
は
、
日
月
ご
ろ
に
ス
ス
竹

を
取
っ
て
米
て
、
3
H
か
ら
1
週
間

水
に
泣
け
込
み
、
そ
の
後
、
3
時
間

余
り
行
…
込
み
ま
す
、
そ
し
て
、

4
か

け
か
ら
5
か
け
問
自
然
乾
燥
さ
せ
た

ら
の
を
、小
刃
で
削
リ
山
し
て
い
く
。

土ど
肥L、

弘三
美み

棉事さ
しらん

歳

司

貧血液型

0 '¥'! 

＊星座名

しし1主

}} 

-i'i 
瀦
貴勤務先。11')Li iuf紙五i1Fi釘（

女趣 味

ドライブ

貴家族構成

f1lijぷ見ど り己とり1J:J:グ） 5人家J&

古
島
さ
ん
の
作
る
茶
せ
ん
の
鯨
先

は
、
あ
く
ま
で
細
く
音
で
、
し
か
も

紙
の
よ
う
に
柔
ら
か
い
。
そ
う
で
な

い
と
、

「
お
茶
の
必
山
一ち
が
忠
い
」

と
か
で
、
ご
い
ん
リ
物
と
し
て
什
る
以

i
、
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
欠
配
り
し
、

自
分
で
も
納
刊
で
き
る
も
の
を
作
る

よ
う
に
心
併
け
て
い

司令
」
そ
う
で
す
ら

制
心
の
注
意
を
払
っ
て
作
る
の
て
、

一
円
に
4
本
か
ら
5
i午
、
年
間
で
ど

ん
な
に
矧
必
ゥ
て
も
2
5
0
iゃ
か
ら

き
た
い
も
の
と
綴
り
切
っ
て
い
ま
す
。

4

司
両
国
の
園
妓
館
前
巳
て

3
0
0
本
と
か
。

茶
せ
ん
作
り
で
も
っ
と
も
大
切
な

こ
と
は
、
3
何
十
も
の
の
竹
を
似
す
こ

と
で
、
む
竹
で
は
乾
燥
さ
せ
る
と
つ

ぶ
れ
て
し
ま
う
し
、

5
年
以
ト
の
も

の
だ
と
、
竹
に
粘
り
が
な
く
つ
や
J
U

必
く
な
る
そ
う
で
す
じ
つ
ま
り
、
材

料
を
見
極
め
る
白
を
誌
－
7

‘
」
と
だ
そ

、
つ
で
‘
す
z

と
こ
ろ
で
、
山
’
U
さ
ん
が
茶
せ
ん

作
り
を
始
め
た
の
は
、
仲
人
を
し
て

も
ら

っ
た
人
に
、
I

V

公
せ
ん
を
作
る

品引
いが
い
な
く
な
る
の
が
H
NU

ひ
な

い
』

と
説
川
付
さ
れ
た
か

ら
で
、
何
い
始
め

て

一
週
間
後
に
、

そ
の
人
は
亡
く
な

ら
れ
た
そ
う
で
す
，

、ぶ
せ
ん
作
リ
が

迫
5
の
よ
・7
4
%

が
し
て
、
今
日
ま

で
続
け
て
き
ま
し

た
t

と
の
こ
と
で

し
た
．

・みんなの広場 ＠

昨
年

6
H幻
自
、
…
治
川
市
で
共
済

膚
述
主
催
の
制
引
き
肖
山
県
大
会
が
行

制
わ
れ
、
’
K
了
の
押
印
に
出
場
し
た
れ
チ

ー
ム
の
中
で
、
我
が
南
保
マ
マ
さ
ん

チ
ー
ム

（耐
保
体
協
）
は
、
決
勝
へ

進
山
。
ト入
沢
野
イ
－
L

ロ
｜
レ
テ
ィ
ス

を
似
り
、
み
ご
と
ん
上
川
大
会
へ
の
切

符
を
予
に
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
年
の
1
川
ト
旬
か
ら

迎
に
3
刷
、
教
育
文
化
会
館
の
体
育

館
で
、
佼
7
時
か
ら
9
附
ま
で
、
南

保
体
協
の
削
H

，
十
を
相
手
に

一
生
懸
命

純
向
に
励
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、

2
H

U
H
、
削
井
農
協

組
合
長
を
は
じ
め
選
手
間
お
名
で
東

京
に
向
け
出
発
e

翌
部
門
、
向
凶
の

同
技
館
で
試
合
を
行
い

ま
し
た
e

結
来
は
、
山
場
叩
チ
ー
ム
の
う
ち

Zゐ巨富億グ

さわやかさん

問

題

①
附
利
回
年
度
予
針
の
一
般
会
計
総

制
は
？

＠
4
2
俗
8
、

8
3
7
力
円

＠
4
4
位

8
、

8
3
7
h刊

。4
6
他
8
、

8
3
7
M
川

②
一

般
会
計
め
成
人
の
っ
ち
、
川
悦

が
山
め
る
川
合
は
？

③
3
9
・
2

%
、⑮

4
9
・
2
%
、

0
5
9
－

2
%
 

＠

一
一
般
会
計
千
停
を
一

人
当
り
に
出

す
と
い
く
ら
に
な
る
か

＠
加
が
問
、
⑮
口
一
万
円

。
お
万
問

〔

Z
P
1
5
ド
の
特
集
「
昭
和
臼
年

度
予
算
」

｛
マ
マ
さ
ん
レ
ポ
ー
ト
を

台
む
）
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

，〕

〔
応
募
方
法
〕

－R

は
が
き
に
符
え
の
記
H
V
A例

①

ー
＠
、
②
l
⑮
、
③

1
0
穴
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
－4
人
し
て
送

「
て
く

だ
さ
い
ら
全
間
一
止
併
の
人
の
小
か
ら

州
選
で
3
人
に
テ
レ
ホ
ン
カ

l
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

－
R

あ
て
先
H

一T
9
3
9
1
0
7

例

H
問
地
下
1
1
3
3
番
地
側
口
町

役
場
内
仙
得
広
報
係
あ
て

－R

締
め
切
り

H
4
月
同
円

（
同
日
の

消
印
は
有
効
と
し
ま
す

4

）

食
品
別
凶
の
正
解
は
、
①
1
⑤
、
②
｜

⑮
、
③

l
O
で
し
た
。
ん
よ
間
正
解
問

通
の
中
で
摘
せ
ん
し
た
結
果
、
善
朗

希
さ
ん
（
日
必
）
、松
台
明
子
さ
ん
（
泊

絞）
、浜
川
信
佐
さ
ん
（
初
歳
）
の

3

人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

4

司
永
口
笑
子
さ
ん

．，ぬ
：， し·，~ .< 

~ .;,tl・4
" ' .. 

添
市
J

R

J
 

~/l ~切ゴムム什 ti • 守

;k .. ＿京｝ （き）

；：識がも
r ・r tt.~ ザごLノ

比佐ゴ

ト：J侍：：7

d

司
蕃
田
希
君
（
何
歳
）

II｛｛千IHi:Zfj'-3片泊高校を年！と－

L.る｛から！!iく，しかも ，1,・ ）＇ミ

Wi川に射！.1q~があ っ たので， fI 

i11f JJ主 主体r f~nへ J 美術館でIi,

受（・Jペ〆たjJすなどをJ日当。 「Jj

ht~に fJ . その人の身にも ゥ

て ． そして kiHIで•r.t.付するこ

とを心掛けています」 とほほ

えむり

きて. l政 ~d;J:. . 小. 111・γ：校

II与｛には，＇スケ・ノトボールをや

り.(:j校IIれにはスキ一点｜；に所属したス

ホーツウーゥン これからは．＼、ろん

な人のコンサー トに｛勾rきたLりそうで

すがー刊にロ rク系の l・1来が好きとの

こと e とにかく .r身｛ふを活力かすことが

Hき」と いう i,1;f)J(I＂’！な人です。最後に，

l.'iに？ヲいたいことを附 くと，m家はスホ

- ／）円をや勺ています。j市めん.£，よろ

しく“とグ〉ことで．納｛！；しました。

コ
ン
サ
ー
ト
に
行
き
た
い

匂1は報7..＼ス、ム
) ろ~笥 J\ fl＂司S竜王1

(,"? ·Ji>2·~汗主品
、』－－－、

八か斗〉とてtfV.Lhに l＼り市

I石川治けん町、1l主ヒI.，，ヒ！？

れペリr：＼けの爪減《パ私
.1i?flむ Lしヒ足跡弘前凡

，，月u弐芭是主＼＂ d丸.,n、王簿t1..qょうt士、。，

情
報
を

f

あ
な
た
の
職
場
や
町
内
の
さ

わ
や
か
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
回
り
に
い
る
さ
わ
や

か
さ
ん
を
広
報
係
に
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
分
た
ち

の
グ
ル
ー
プ
を
P
R
し
た
い
方
、

原
稿
と
写
真
を
役
場
広
報
係
ま

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

＠ 昭和63年4月号．



赤｜善｜あ

十｜意｜な

字｜を｜た

に｜ ｜の

日
本
亦
十
円
「
札
は
、
制
内
は
も
と

よ
リ
、
分
慨
凶
作
の
千
初
と
出
社
閉
込

め
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
が
業
川
助
を

つ
づ
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
い
や
北
小
沢

私市
，は
、
亦
十
字
の
題
じ
n
を
即
日
叫
し
、

支
刊
し
て
い
た
だ
く
日
本
ふ
ー
ん
r
uれ

の
「
社
以
L

の
符
さ
ん
か
ら
の
代
町
、

そ
の
他
寄
附
金
に
よ
ゥ
て
支
え
ら
れ

ィ
、
い
ま
＃
す
’e

社い
N
は、

日
本
ふ
ト
巾
l
れ
の
組
織

の
組
幹
で
あ
リ
、
倒
人

・
法
人
を
附

わ
ず
だ
れ
で
む
加
入
で
き
ま
す

あ
な
た
も
、
け
み
の
特
別
M
H
H
に

な
リ
ま
ゼ
ん
か

加
入
子
絞
は
、

H
上
や
み
ト
下
社
日
山

県
立
川
制

H
川
分
収

｛
州
日
削
礼
会

．M
M協
治
会
内
g
mw
H
0
5
7
6

へ
申
し
込
ん
で
く
ど
さ
い
。

社
員
や
奇
付
者
へ

の

表
彰
制
度

特
別
社
員
章

マ
銀
色
特
別
社
い
は
：
：
－
万
円
以
卜

の
社
貨
を
納
め
た
人
（
個
人
）

マ
金
色
特
別
社
民
・
－

e

・・・
3

M
円
以
上

の
什
刊
を
納
め
た
人
（
例
人
｝

有
功
章

マ
銀
色
有
山
叫
市

J
i
－
－
却
万
円
以
上

ふ
』
．
時
に

（
X
は
分
別
し
て
）
納

め
た
人
（
例
人
）

マ
金
色
ト付
功
ん
首
！
：
：
：
日
万
円
以
ト

を

一
時
に

（
ソ
え
は
分
川
し
て
）
納

め
た
い
々

（例
人

・
法
人

・
団
体
）

叫
に
銀
色
布
山
川
章
を
受
け
ら
れ
た

打
は
、
さ
・
り
に
却
に
M
川
以
上
を
お

納
め
に
な
れ
ば
金
色
布
山
川
市
が
削

ら
れ
ま
す

厚
生
大
臣
表
彰

マ
例
人
的
州
場
介
・；：
・1
0
0
U円
以

－
E

・‘

マ
法
人
の
場
合
：・・：
5
0
0
万
川
以

を
．
叫
吋
に
｛
え
は
分
別
し
て｝

納

め
た

H
Q
併
せ
て
令
色
作
功
ポ
が

贈
ら
れ
ま
す

紺
綬
褒
章

マ
側
人
の
場
合
・
・
：
；
5
0
0
万
問
以

上
マ
法
人
の
場
A
n
－－－
l
、

o
o
o
U川

以
上

忠
二
時
に
納
め
た
い
心
。
併
せ
て
金

色
釘
功
併
が
鮒
ら
れ
ま
す

低
利
で
資
金
が

信
り
ら
れ
ま
す

企符別社員蛮（個人）

世
帯
更
生
資
金
の
ご
利
用
を

川
口
W
山
弘
川
上
資
ιれ
は
、
t

川
川
川
円

w

wwま
れ
’
は
身
体
に
附
小
わ
い
い
の
あ
る
人
が

い
る
世
惜
て
、
新
し
く
が
誌
や
始
め

た
り
、
店
舗
を
は
広
し
た
リ
、
U
M
・五

の
明
改
築
・ャ，
l
仰
の
修
学
の
た
め
に

必
要
な
資
令
を
他
か
ら
出
リ
う

け
る
こ
と
が
川
雅
で
あ
り
、
必

要
る
日
仏
肋
を
行
え
ば
．山
午
で
き

る
附
一
倍
」
に
お
口
し
す
る
資
令

明、・
7
3

申
し
込
み
手
続
き
は

あ
な
た
か
休
ん
で
い
る
町
内

を
判
当
し
て
い
る
民
生
児
敢
安

いれ
A

お
し
ら
せ
か
わ
・
り
版
附
初

日
年
l
川
ひ
参

m－
を
泊
ヒ
て

町
社
会
制
札
館
協
ぷ
会
へ

巾
し
込

ん
で
く
た
さ
い

貸
付
利
率
は

年

3
%
で

す

た

だ

し

、
似
次
則

間
小
反
映ひ
修
学
資
令
は
熊
川
刊，

rて
す

償
避
の
方
法
は

－瓜
品
以
灼
，
等
償
還
て
、

H
臥
を
原
則

と
し
ま
・
可
＠

連
帯
保
証
人
は

以
川
と
し
て
税
欽

3
波
浮
の
人
が

l
名
必
要
で
す
＝

刈
し
く
は
町
什
会
制
祉
協
議
会
（
宮

川

HH
0
5
7
6
）
へ
間
い
介
せ
て
く

だ
さ
い
。

泊
郵
便
局
か
ら

青
い
鳥
の
郵
便
葉
書
を
発
行

身
体
川
川
小
川
口
い
れ
の－
U
々
へ
の
用
併
と

関
心
を
刈
め
る
た
め
、

4
川
却
日
に

し
け
い
人
為
郵
似
袋
持
を
発
’
H
し
ま
す

屯
此
身
体
附
在
行
（
l
純

・
2
ぬ｝

の
ん
は
、

4
リ

l
u
か
・h

－F
軌
を
日

参
し
て
、
創
出
い
切
に
中
し
山
て
く
た

さ
い
．
人
初
枚
ま
で
、
無
料
で
f
h

し
ト
げ
ま
す

おりがとうおたたかい窓

＠ 朝日町善意銀行
( 2月lI B～3月10日）

り拍!t11l人会さんから 20. 00011 J 

<? 1tJ （~ 長谷栄 （さんから亡た

(4：多設さんの｛此長として作1）与

l p弘しの一刻； 100.側 jlj

i <? I：般出品111字fさんから

t u机のために 5州 lj

－
ふ
く
し
の
窓
＠

賛
助
会

員

加
入
状
況

ただいま募集している町社協

の仕助会川に次のむ々から山・し

込みがあリました川（倣礼称略）

株式会社深松組北険支店、総

能…．ム業株式会社、州日心情株式

会社、一正湖川良、例u．小斗j株式
会社、耐越’H動単株式会社、小

川建設工業株式会社、水嶋正、

品川勝義、品川学子、山川被れ伴、

紘一出動…、松川品川…、ド山政彦、谷

俊仙紙、松原本、北山卒、北山説、

トト以崎的見、北山住雄、米任正一、

川介勉、松川郎一縦、以的助作、

公的桁必、次行政村川、米比一川縦．

引けけ一山．、谷川市、川人H志．． 、

日行日次．． 谷川勉、谷川総次、

谷川災行、竹内文縦、谷川釘川州、

品川口、泌次郎、以U州問，十、九旧は

るゑ、辺川他次、辺川党総、小

林大崎、H向卜ω竹久品、小林必、

小林哲山、辺倒勝山、校川穀、
llくi．、金ム、川ll－vド、UIav、；34叶44，’’dvhHWIts一山hr・けJ4’h一

円Hhv、終日huf－L、ハ’Jリ川女V、hge，．，．， ．． －e－zbte’’Jag－－－－－E ．． ，aeE 

公判俊則刀、訂作汀敏、折一ρ惣市、

株式会社松へ8向店、JM水博、l仰

木丈f、出水淀川礼，y、飢山一一以次、

花野伴、UMK川久縦、以上回れ

（I49U）〔3月UH攻作｝

V小し込人泳、川内川中J代生を

い川｛おしらせかわら版附制似午

ーハり参附…－えは、向社会一川社

協ふ会｛宮山り576｝へ

一整理
求人竣種 年齢

賃金 性 続~場所
採用 資格経験

番号 （万円｝ g11 人数 免許等

フロント係 36～40 
12.0 

努
朝日町

2 
大学卒

～18.0 湯ノ瀬 普通免許

2 フロント係 ～65 13.5～ 努
朝日Ill]' 不問
宮 崎 普通免許

3 パ IJ取工 ～56 
15.0 

男
入善町

2 不問
』 l6.2 舟 見

4 紡Ul運搬工 45～58 14 .0～ 男
入普町

不問
入 騰

5 
営 1住18～30 11.5 

男
入善町 2 普通免許

機械工 18～30 ～19.0 制 i.IJ 3 経験者援過
一

6 機械工総｛t18～40 
10.0 

女
明日町

不問
～10.1 ~野

7 中子工 35～55 
IO.I 

!;: 
紛8町

不問
～13.1 三枚僑

8 栄養士 20～ 10.0～ 女
宇奈月町 l I短大専門学校
挑原 栄養士．普通免許

町
営
住
宅
入
居
者

町
山
同
住
毛
’
川
院
町
団
地
で

2
部
屋

が
ん
引
き
ま
し
た
入
肘
し
た
い
人
は
、

役
場
建
設
ぷ
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
今
後
空
き
し
だ
い
人
肘

し
て
い
た
だ
く
人
も
合
せ
て
捗
集
し

ま

す

今

ま

で
人
肘
の
申
し
出
を
し

て
い
る
人
も
改
め
て
巾
・
し
込
ん
で
く

ホット求人情報

だ
さ
い

G

（申
込
刷
紙
は
建
設
課
に

）

受
付
期
間

昭
何
回
年
4
月
4
日
か

ら
昭
仰
邸
年
4
月
9

H
ま
で
－

入
居
敷
金

6
6
、
0
0
0
問

入
居
資
格

①
町
内
に
住
所
ま
た
は

仙
務
場
所
が
あ
る
人
マ
②
現
に
川
肘

ま
た
は
川
肘
し
よ
う
と
す
る
波
紋
が

あ
る
人
。
③
政
令
で
定
め
る
基
年
の

収
入
が
あ
る
人
。

④
現
に
住
宅
に
凶

勺
て

い
る
人

申
込
方
法

①
町
ハ
品
川
宅
入
肘
中
込

件、

②
同
肘
附
係
を
証
す
る
市
町
村

長
の
一
川
明
比
川
（仕
民
決
勝
本
て
③
所

得
証
明
書
、
＠
事
実
上
の
崎
姻
関
係

と
同
僚
の
事
情
に
あ
る
人
や
婚
約
者

は
、
こ
れ
を
証
す
る
魯
績
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い

3

安定所朝日分室 ft82-0198へお飼い会わせ〈ださい』

「
昧
の
ふ
る
さ
と
便
L

な
つ
か
し
い

「
ふ
る
さ
と
の
味
」
、

町
の
新
し
い
「
昧
」
、
町
か
会
内
然

に
有
ま
れ
た
関
学
折
々
の
小ゅ
の
ポ

・

山
の
学
を
お
凶
け
す
る
「
味
の
ふ
る

与
と
艇

の
会
民
を
ふ
出
し
ま
す
，

ふ
る
さ
と
を
迫
〈
縦
れ
て
印
ん
で

い
る

H
や
お
友
辻
、
お
叶
一
話
に
な
勺

た
万
へ
の
附
リ
物
に
も
紋
噛
で
す
。

会
費

1
5
、
0
0
0川
（
送
料
込
み
）

発
送
回

数

年

間

4
由

発
送
先

山
市
外
の
ト力
に
臥
り
ま
す
s

申
し
込
み

ハ
ガ
キ

・
五
話
で
申
し

込
む
と
、
会
費
納
入
用
紙
を
送
付
。

申
込
期
限

昭
和
白
年
5
川
叩
日

申
込
先

制
日
町
役
場
農
林
水
産
相
林

内

「
ふ
る
さ
と
の
昧
を
全
尉
に
送
る

女 〈わしいニとは．魚浴公英厳

お送りする特産昂

発送月 fat1 物

春｛挺 グリーンアスパラグス 1kg 
( 6月） H'i豚味付肉 420 g 

夏｛挺 阪竹きワカ メ 200 g 
( 8月） 姫たけの下（ビン結） 500 g 

秋｛更 コシヒカ I｝；新本： 3kg 
( 9月）金糸うりiぜIi}( 250 g 

冬 ｛証！
ベニズワイ ffニ 3～4匹lI l月）

ょ た制i申定参 LI：場 日 おでつ 化 を参の 端 化 ＋同t
鋭は U し員加 佐 所 時 気、りに i朱 ｝J日制を期こ クるも
光、町 込 賢 4 特ど実結め者 I} f十｜にの I I I 

d集制 尚．み 3 uキ峨 5にな行びるの彼 つ 合服 l11 
内口 T. ・ 。ーか山川 l上lた委っと背露てせま 7:":'て
）町会 問 。人ら公 l しで民けとさな い 、つ 津w
ぺ鋭 包 い 人 3小同日込も会たもんどる 町 り 山氏
。光 83合 ｛ 、llj ~ － ん 糸がいに相を j白のは ::t::

市 0 ・2 問日.,,.. 戸t協 ｜｜ せ 刊一｝て加 l~i と 、互交芸谷 。、
会 2引けお午くで｛在 地 の え絞光 八 ニィ

λ円天と後だきす域成 ふな の似 丑 J
i支 8 ・ 盟主 2 さまる山のれが 皆 興 桜 ．一二•ltt 場 O ｝ 間二時いすも桜 i舌あらさのの V1
商ま ） 円 。の ま rtい、ん－ n日 ＂.J

町 長の ひとリ ご と
つ 化を緩ま実年 ｛て初J I）ど ／し す を を皆自 がえ；物尚・が谷 に 現 力 る 業 ・ 含界初を
ての込勝す ）J全勝い日に何 、 しと考さ由そ俗化 . ~f> 全 i兵さしにあ干会めをに行在、
ぬまめもがは f.:1:1千ま加J励んあビてこえんにこせ、。｜背悶線 開 てて 1<1Jふ｝'t計 る 組上ヒウに
強ちて夢、中大にすはんでる｜いろ た が ）_t＜ で ら糾 怖 が 聞 が 、 い け れ と を llみべたと
りづ 『で みの会 ur~ 。 県でもいチまでい ｜・ い税 iL j行の－ .illi 山本るてるな ｛~ の葬 4 とっ
たく触はん上にん制下くあ｛まノ〈す、と分たず，：ての交段し lilt~－と 、郷り計特と 8 子て
いり康あなぐ：＋＼でづ｜にだり Jj;<レか他思決り 、い lf1iiii[とましのこ努 I'.ます別 1-;,i.：つー
もに リ でら場いの 名さまこ l b 康 ゥし 泌臼 まで i足i!Iす 、以ろ ;J） ，， し る 会 国 j曽手皮
の UJJ'tま！芯いしまし・をいすうや健 ・てめニ Jf!IJすし j韮く に北 、ですあたと 計 f￥の 。目
で民 さ せ 械 ？て すらと の会 ゲ 康体いるろ rlL ＂大 が な ニ ｜ 控 制 す る さ 。90 、議 ーいの

てA~： '.J r ~ ~ f; U ：ぷlざ今手労会法 t ~ .,_ ~ ~p ν 2 ゲ￥t：主型去話±
よギ！日同 以 て ，・ 1米かなづ引 ボ 昏〈 ii-~ I「l j切れ人 fi·~（名 新ので必院計計度制
なえ （:'f い /I）；司仰せ 、くな｜で 1) 業ー、で 伴、 ・ ＇・ i.位。： た実 ii'iえさt;：を予五成

町 長の ひ と りご と

ム

F
｛一T
9
3
9
1
0
7
、
高
山
県
ド

新
川
郎
制
同
町
道
F
I
1
3
3｝

－
昭
和
白
年

4
月
号

。



弱音 ま
~~ ち
代見 汀、
と直 v~

塑す 歴

出 史
④ 

か
ね
て
か
ら
総
中
の
安
定
を
願
っ

て
い
た
ん
J
必
山
山
中
川
附
卜
山
は
、
越

山
e
似
l

定
の
戦
功
を
抗
し
て
、
下
K
U
吃ゐ

以
を
鉱
山
’
守
必
代
に
補
任
し
た
。
リA
，

以
は
附
約
め
松
介
減
、
巨
体
名
氏
を
川

代
と
し
、
ま
た
、
為
以
は
民
地
小
例

．
郎川什一

ト肌
を
般
名
の
益
下
に
つ
か
わ
し

て
、
惟
名
氏
を
し
て
神
保
に
対
す
る

お
さ
え
と
な
し
、
新
川
地
区
が
長
口
ほ

の
勢
力
下
に
は
い
っ
た
。
為
景
は
天

文

5
年
が
日
山
城
で
没
し
た
c

長
尾
為
民
の
次
男
に
景
虎
あ
り
、

大
文
同
年
（

1
5
4
9
年
）
児
時
叫
が

の
義
，y
と
し
て
家
併
を
継
yg
水
u
m
4

年
（

1
5
6
1
年
｝
山
ぃ
米
管
制

l
杉

芯
政
か
ら
ト
ム
杉
氏
の
姓
と
峨
を
泌
ら

れ
、
政
此
と
林
し
、
足
利
義
的
将
一
中

の一
削
減
を
受
け
て
純
虎
と
枕
し
た
が
、

元
亀
2
年

（
1
9

7
1
年
）
か
ら
謙

信
と
号
し
た
。

一
大
文
打
年
（

1
5
4
8
年
）
以
来

越
後
軍
の
滋
中
侵
匙
は
十
数
凶
を
数

、
え
た
。

当
時
の
松
中
は
、
新
川
地
方
は
維

名
氏
、
凶
部
は
神
保
氏
の
勢
力
範
問

で
あ
っ
た
が
、
両
被

・
射
水

・
鮒
れ

に
は
治
会
品
川
止
し
、
川
部
地
医
は
決

定
的
な
勢
力
が
な
か

っ
た
。
叩
斐
の

武
田
信
玄
は
、
上
杉
と
の
対
抗
上
か

ら
神
保
氏
を
助
け
、

日え
信
玄
の
夫
人

が
ぶ
・
願
寺
顕
如
と
姉
妹
で
あ
っ
た
た

め
、
一
向

一
段
と
は
気
脈
を
通
じ
、

こ
れ
を
巧
に
操
縦
し
た
の
で
、
越
中

の
形
勢
は
誠
に
間
乱
を
極
め
た
。

新
川
地
方
は
感
後
部
侵
攻
の
皮
に

被
害
を
受
け
、
民
家

・
諸
社
寺
が
只

火
に
か
か

っ
た
と
伝
、
之
、
め
れ
て
い
る
。

諸
社
寺
の
文
書
類

・
宝
物
な
ど
数
多

く
失
な
わ
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

当
地
万
に
、
有
力
安
肢
が
い
た
だ
ろ

う
が
、

A
ー
に
は
っ
き
り
名
を
留
め
る

者
が
少
な
い
の
は
、
数
十
年
に
及
ぶ

乱
世
の
散
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
朝
日
町
誌
』
も
残
り
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。
朝
日
町
を
見
直
す
手

だ
て
と
し
て
、
町
誌
を
読
み
ま
せ
ん

’

か
。
町
誌
を
購
入
し
た
い
人
は
、
役

場
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

町
の

P
R
写
真

村
お
こ
し
実
行
安
員
会
観
光
部
会

で
は
、
問
手
を
通
じ
て
朝
日
町
を

P

R
す
る
写
点
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

題
材

削
日
町
を

P
R
て
き
る
題
材

規
格

カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト
は
キ
ャ
ビ

ネ
凶
門
（
ネ
カ
の
あ
る
も
の

｝
ま
た
は

カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
お

’
以
ト

締
め
切
り

出
年
5
川
求

H

応
募
上
の
注
意

V
作
品
に
は
住
所

・
氏
む
の

・
年
齢

・

職
業

・
百
必
需

U
－
川
淵
杉
山
場
一的
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

V
応
必
作
品
は
、

返
却
し
ま
せ
ん
e

（
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ

ド
は
、
入
賞
以
外
の
作
品
を
返
却
し

ま
す
J

V
作
品
は
米
発
表
一
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

V
入
賞
作
品
は
例
臼
町

P
R
用
に
使
刷
し
ま
す
。

V
人
口
作

品
に
附
す
る
権
利
は
、
当
実
行
安
い
民

会
が
泌
り
受
け
た
も
の
と
し
ま
す
。

応
募
者
並
び
に
入
賞
作
品
に
は
薄
謝

リ
収
川
阪
4

市川抗

l
ゎ
山
…

A
u
t
i
万
川

雌

秀

賞

l
点

令

5
下
川

優

賞

数

点

令

3
千
円

3
回
目
以
降
の
応
募
期
間

V
3
回

目

印

年
6
月
1
8
R

V
4
回

目

的
W

年

9
月

1
日
月

応
募
と
問
い
合
せ

朝
日
町
商
士

会
内
む
ら
お
こ
し
実
行
委
員
会
、

制
日
町
P
R
￥
瓦
参
集
係
ま
で
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員

相

H
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、

一
乳
幼
児
の
予
防
接
種

昭
和
白
年
4
月
か
ら
、
予
防
按
憾

の
円
科
や
該
当
お
等
に
つ
い
て
の
側

人
通
知
を
廃
ル
し
、
何
日
配
布
さ
れ

る
「
ぃ
仏
鍬
あ
さ
ひ
」
の
州
民
吐
い前
カ

レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
す
る
の
み
と
し
ま

k

す
。
忘
れ
な
い
よ
・
つ
校
意
し
て
く
だ

昔、ぃ
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
を

川
い
バ
を
必
出
し
て
い
ま
す

M
Hは
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、£
辺
、

ハ
ス
ケ
γ

ト
ポ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、

卓
球
、
剣
道
、
野
球
、
サ

ヴ
カ
l
、

テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ス
キ
ー
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
は
純
白
あ
り
ま
す
。

問
い
合
せ
等
は
総
人
け
休
育
館
へ
a

一お
し
ら
せ
一

固
定
資
産
課
税

台
帳
を
縦
覧

昭
初
日
年
度
の
凶
定
資
産
税
を
賦

課
す
る
恭
礎
と
な
る
謀
説
台
帳
を
縦

覧
し
ま
す
。

な
お
、
昭
和
臼
年
度
は
本
一
昨
年
度

に
あ
た
り
ま
す
の
て
、
宅
地
や
出

・

畑
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
引
き
卜
，
げ
て
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
不
出
に
つ
い
て
は
、

明
初
臼
年
中
に
新

・
M
m
築
な
ど
の
災

動
が
あ
っ
た
場
介
、
倒
的
怖
が
変
兇
し

で
あ
り
ま
す
。

一
「
空
色
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
」

ん一

フ

支』

一

h

w
ク
『
ナ

…

t
j’
J

白
河
町

惨
た
け
貴

…

＼れ一

日
L
縁
型
’
フ
真
一

・
h

副
理
，T川
A
摺
草
間
開
門

？

’
E

、

，ヘ
バ
吋
叫
ー禅

譲

鴻

リ

ー

陪

m
H

’
j

川
公
；

1
・

ひ
き
下
、
水
上
品
説
弥

f
、
水
鳥
勝
義
、

宮
崎

水
品
苧
夫
、
水
品
川
U

哉
、
青

嶋
麻
子
、
笹
川

折
谷
恵
久
了
、
小

林
千
代
美
、
折
谷
伴
，t
、
堀
内
花
段
、

長
什
庁
所
、
泊

一
区

本
村
剛
、
水
凡

打
守

f
、
氏
川
和
天
と
、

L
i
j
v
h
川
川
、

－

づ
l

e

－

－

i
J

－
i
h
i
T
i
’

川
上
心
中
と
、
・
1
叶

H
除
’
F
、’，．
町
制
攻
菜
、

j

I
《

J
l

H－

3

1
l
J
4
1

一
小
柳
誠
、
松
広
・
丸
町
保
守
、
松
本
佳
代

子
、
臼
中
み
か
子
、
高
知
里
加
、
山

凶
百
台
、
宙
市
宰
，
rT
、
泊

二

区

永

U
M附
欽
、
近
山
時
三
千
代
、
弘
同
敏
紀
、

北
山
占
雄
、
篠
出
品

w
f、
山向
川
町
イ
、

総
縦
除
、
村
U
必
ず
、
彼
辺
氏
失
、

岡
仏
作
純
、
大
村

T
H問
、
加
必
邦
男
、

折
谷
秀
和
、
内
山
之
夫
、
松
原
政
説
、

州
川
一
一
俊
、

花
房
紀
行
、

泊
三
区

問
中
数
、
笹
川
久
、

藤
田
色
、
加
賀

幼
降
、
米
，
h
光
イ、

越
間
制
労
山

f
、

ト
A
川
和
忠
、

治
水
勝
義
、4
1
山
林
則
、

郁
夫

w
f、
同
地
沢
山
琳

f
、
．州
汁
下
忠

f
、
以
1

以
裕
尖
、
制
ω
T
莞
川
U

代
、
大

村
正
県
、
松
原
均
、
五
箇
庄

大
久
保

縦
覧
場
所

刺
日
川
役
場
似
必
氷

縦
覧
期
間

4
川

l
H
1
4
け
却
H

異
議
の
申
し
立
て
期
間

4
川
l
H

1
4
月
却

u

狂
犬
病
予
防
注
射

任
犬
病
ず
防
山
射
を
次
の

H
紅
で

行

い

ま

す

昭

如

ω年
度
か
ら
年

i

M
と
な
ゥ
て
い
ま
す
レ
忘
れ
な
い
よ

う
・
ぱ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
”

4
月
日
日
（水
）

地
公
民
館
前

9
時
幼
分
1
川
川

山
崎
保
有
一的
山
川
川
町
利
八
M
1
U
時

中
央
民
協
貯
一
川
支
所
吋
則

－
A
む
ず
ハ

v－
LJ
｝

l

q乙
ヒ
寸

l
佐
官
d
f
1
1
1
1
1
H

中
央
農
協
南
保
主
所
前

3
k
J
5
寸

i
4土
寸

5
団小
4

1
H
4
う

l
H
4
ン

4
月

M
日
（木
）

中
央
農
協
蛭
谷
山
必
所
前

9
時
ぬ
分
1
川
崎

中
央
州
版
協
山
崎
文
所
前

川
V
L
Y
ハU
－ふ
J
ー

l
E
A
t
T
A
U

、I

l
払

3
4ノ
l
J
l
除

3
4ノ

eh
向
山
公
民
鋭
的

日
川

5
分
1

4
キ
5
分

4
月
日
日
（金
）

前
一稼
公
民
館
前

犬
家
庄
農
協
前

4
月
刊
日
（月
）

泊
商
工
会
館
前

手
数
料

長
持
（
年
一
凶
）

注

射

料

一以
射
消
川
町ポ

，AZa
 

13 10 
時時
I I 
15 11 
時時

30 
すy

ヨ
ヰ
す

i
4・v一寸

4
‘
H
H

E
A
MmuF
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4 l 2 

4 4 9 1 
0 6 0 0 
0 0 0 0 
｜吋円円円

町
で
は
、
昭
初
旬
年
ま
で
を
展
望

し
た
「
制

H
町
小
此
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
皆

さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
計
闘
に
織
込

む
た
め
、
約

5
0
0
人
を
対
象
と
し

た
な
識
調
査
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

愛

南犬

血

制子、佐校時館、長井秀朗、大

島地消、小川義刷、。川見香織、

浜川克己、菊池幸子、浜国歩、

中島晃、南茂唯洋、市山文夫、

i1H江勝ぃ称、広田みゆき、金井ザ

希f、水町作f、越以点ぺ川．、ぜい山中
山川正、南保谷山卒、谷英明、

勝則礼正、伽山美子、大成修、

阪総伸犬、岩井佳代f、土井利

一、米丘倍二、南部由討子、山

崎江端不雄、越川進、九mu係
必、陥地問正幸、究次長上級、水

ιjrドド川医、，d，、f、、j￥ι1Hリ、
制KId－h州ltJμ，rAけ川U』什羽snh

小し涼礼、川例円敏明、川均U川，I、

水野孝志、大家庄出中慶祝、

林惟夫、古木千代美、水掛け万里

了、広沢和美、坂U川以下、中島

久美子、道下山崎、沢山・ひ台、胤

一治之、山川ハ彦、トれ仲汁山駅川化、

勝川北Ji、小川対人、必川川，j、

鍛約一向｛116人）

ご協力ありがとうございました。

生活必需品価格
3月分調査 （）品lj月i七

品 名 f凶絡 平 均

tf ソ ン 円 130 Pl 
石 (1』トッピ 1 e ) 130～131 

( 0) 

j自 n 『lb 848 800-880 
~ （同己i主18e) ( - 3) 

長h ド If ス
450～650 583 

( l 111') ( 0) 

El I；庁 Jll j先 市I}
225 225 

日 ( 1l1t'.Uit高tl350me) ( 0) 

ffl 
ティ シュベーパ ー

148～158 155 
(400校＊JUii人 り） ( +11) 

tiロ' トイ レ y トペ ー パ ー
160 160 

（故紙ロ－Iレ4例組 ） ( 0) 

食 ，~ ／ 162 
（ ~.iJ.fi品 6 ＋文 l：袋）

145～170 
( + 6) 

力u< tr ./ 

258～298 281 
( 450 g I斜 ） （（｝） 

工 し .! ィ尚
465～485 477 

( 1.8 fピン 人j ¥- (¥) 
」，圃剛酬融制・ー

食
サ フ ダ J由

298～598 431 
( 1.8 Eビ／ 人） (-34) 

if'n 
と ヲ

'" ’ 70～80 77 
lしめん lrJ (-3) 

:fl 
228～230 229 

(I fハ.， ＇／入 ｝ （（｝｝ 
，＿一白I-ーーー

肉
380～398 386 

(sj'I勾hh JOO g) l + 1:3) 

一~ l勾
158～H務 175 

t主
!'l'I句も もlOOg) ( 0) 

x~ .IJI! 
138～160 146 

(Mサイズ101凶） (-:l) 
鈴．

七 iJ. t! 
198～278 225 

食
¥",1干illi品 11、ι） ( +36) 

:t ll 丸、 し よ
180～304 <!52 

,fl,-
,;lb凶，；，＇，11、Kl （十19)

=1- .. p、- I 
150～250 192 

、・，1bJ[J,j,',I kg) ( +59) 

人 参
300～350 317 

~ 'i'r.iJ.il,¥,', I kg) ( -33) 
、

議 事船底の影駅、生鮮慨は削也とな吋した

が，HI山は値下がけ傾向が続き，ほかはmま安

定（J(Jなfi価格で寸量移しました。

くらしの情報 室

の

境

協
力
者
名

2
月
実
施
分

水
島
波
哉
、
水
島
日
寸
断
、
水
品

－
く
ら
し
の
情
報
室

⑪

護者か§

；白病院鐙形外科

山下真－！！IS先生

『
ギ
ッ
ク
リ
腰
L

突
然
起
ニ
る
淑
し
い
股
術
を
ギ

，

ク
リ
縦
ir
－－
一け
い
ま
す
れ
山
一
い
い
物
を
H
N

：
！，

、

1

i

！

と
う
と
し
た
川
べ
泌
を
刈
あ
う
と

し
て
股
を
か
が
め
た
川
な
ど
に
ω位、｝

り
ま
す
が
、
刊
に
思
い
中
l

た
る
保
川

が
な
く
て
も
起
－
－
る
功
へ
け
が
あ
り
ま

す
突
然
起
こ
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ

ぷ
で
は
ギ

ソ
ク
リ
般
の
こ
と
を
、
ぬ

化
の
一
突
き
と
表
現
し
て
い
ま
す

と
こ
ろ
で
ギ
γ

ク
リ
収
は
、
若
い

人
か
ら
お
年
寄
リ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
年
代
の
人
に
起
与
り
、
そ
の
原
川

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
引
な
る
脳
内
の

炎
杭
か
ら
縦
問
似
ヘ
ル
ニ
ア
、
お
作
中

冷
り
で
は
、
刊
が
も
ろ
い
た
め
に
U
也

、－
る
こ
と
J
U
ム
り
ま
す
ー

し
か
し
版
制
が
何
で
あ
札
、
松
山桁

が
激
し
い
場
介
の
治
的
は
安
仰
で
す

じ
ゥ
と
ん
治
主
安
勢
で
（
似
て
い
る
ニ
と

で
す
。
ま
た
、
一
拍
み
ル
め
の
時
－柴
ivU

効
来
的
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
ギ

ノ
ク

リ
股
の
原
因
を
調
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

係
閣
に
対
す
る
泌
切
な
治
療
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
内

な
お
、
ギ
ツ

ク
リ
刷
版
は
、
ち
ょ

弓

と
u
け
な
す
る
こ
と
に
よ
ゥ
て
，
寸
制
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
た
と
え
ば
、

派
の
卜
の
物
を
取
る
川
は
、
政
を
州

げ
て
取
る
の
で
は
な
く
、

一
度
し
ゃ

が
み
込
ん
で
、
物
を
体
に
近
づ
け
て

持
ち
、
膝
を
伸
江
し
て
立
ち
仁
が
る

よ、
7
に
す
る
こ
と
で
す

Q

般
は
体
の

裂
で
す
む
肢
を
大
切
に

年金だより
4
月
か
ら

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

同
比
年
余
の
受
給
者
は
年

々
刷
、
え
て
い
ま
す
e

ま
た
、

物
川
の
卜
外
に
合
せ
て
、
年

令
制
J
U
何
年

m制
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
年
金
給
付
の
大

き
な
刻
版
は
、
保
険
料
て
す
。
そ
の

た
め
、
ド
叶
年
保
険
料
が
改
め
ら
れ
る

わ
け
で
、
昭
和
日
年
の

4
H円
か
ら
、

川
船
7
、
7
0
0
円
に
な
り
ま
す
，
ま

え

付

加
保
険
料
納
付
の
打
は
、
バ

飢
お

l
o
u川
に
な
リ
ま
す
り

皆
さ
ん
の
れ
加
し

Jumえ
ま
す
が
、

年
余
制
度
を
支
え
る
た
め
で
す
。
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
得
な
前
納
制
度
を

州
民
年
令
に
は
、
保
険
利
を
前
払

い
で
き
る
「
的
納
制
佼
」
が
あ
り
ま

・
す
。
－
年
一分
ま
た
は
ん
た
め
ら
れ
た
則

間
の
保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
割
引

き
さ
れ
ま
す
し
、
毎
月
め
納
め
忘
れ

が
な
く
て
安
心
で
す
ω

ご
希
望
の
卜
々

は
、
同
民
年
金
係
ま
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
前
納
し
て
い

た
人
が
、
注

小
で
会
社
な
ど
に
勤
め
た
り
、
化
亡

し
た
と
き
は
、
経
過
し
て
い
な
い
期

間
の
保
険
料
は
お
返
し
し
ま
す
υ

－
昭
和
閃
年

4
月
号
⑪



。η
J
以
下
級

l
絞

南

保

惜

武

2
位

飛

似
品
夫

O
M山
J
脳
級

3
位

終

日 柔
道

県
高
校
新
人
大
会

富
山
武

（

2
月
M
日

道
館
）

（側
人
）

。ω
J以
下
級

3
仙

新

凹

義

総

（

一

4
1
柳）

東道
卜下
町 ）

全
国
少
年
柔
道
大
会

富
山
大
会

（
初
日

富
山
武
道
館
）

似
川
正
r
A
，米中
心
ス
ポ
ー

ツ
少
年
同

郡
体
ス
キ

l
競
技
会

（

3
月
M
日
1
3
月
刊
日
）

。
閉山
了
A
ク
ラ
ス
（
1
5
0
長
以
上
）

－
位

犬

家

陀

B
V
B

2
位

役

場

ス

タ
ー
ズ

O
男
ザ
B
ク
ラ
ス
（
1
7
0
段
以
l

）

i
位

犬

家

庄

B
V
B
i
B

2
位
大
山
本
庄
B
V
Bl
A

O
男

f
C
ク
ラ
ス
（
2
0
0
段
以
ト
〉

－

位

パ

ド

2
ン
ト
ン
愛
好
会

2
U肌
教
長
シ
ニ
ア

O
女
f
A
ク
ラ
ス
（
1
2
0
段
以
｜
）

－ハ仰

山川
崎
B
V
C

2
位
一
山
一下
チ
ー
ム

。
女，
1
8
ク
ラ
ス
（
1
5
0
段
以
1

）

－
似
大
ん
か
山
ニ

コ
l
ス
マ
イ
ル

2ω
小
川

o
h仏’
I
C
ク
ラ
ス
（
l
u
o
o
段
以
卜
）

lω
ト
〈
ん
千
八
ス
マ

イ
ル

2
ハ

W

H
似

C

O
附

w
k川出入
刊
の
却
｛
1
5
0
必
以
卜
）

－
佼

ト〈ト
本
山
B
V
B

2
九

U

．的
行
B
B
1
8

。
中
字
女
子
の
部

（
一
一部
）

3
位

更

悶

あ

づ
き

（ギ
柳
）

O
中
宇
努
乙
j

の
部

（二
部
）

－
枕
上
限
桁
一

（中
道
下
）

O
成
年
男
子
の
部

（
一
部
）

2
位

山
本

茂

（辻
山
川
崎
）

O
壮
年
男
子
の
部

（一

部
）

3
位

年

内

民

英

（山
崎
新
｝

町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

総
合
体
育
館
）

。。（
2 1 v: 2 1 児 3
i_,i: f.立 ff,/ f,/: （ 月

の め 13
1f,j ifl日I)._!i. i(I ;i;I；日
f~~ 三 約i --

lズ jj: Iメ；

朝
日
町
ビ

l
チ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

2月18日～3月訂白1
rぉ別礼会」でu問中;i:＼；が十Iわれました。

おogi?,tは，縦80γ.f!l[ 5んの大きさ

で．州、I也に 「走れ銚べ"JJの｜浪 1）」 と千i

文土与が人っています。

－
ま
ち
の
う
ご
き

＠

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

親
子
ス
キ

i
研
修
会

こ
の
日
は
、
日
ご
ろ
訴
す
こ
と
が

少
な
い
問
員
の
縦
と
指
導
者
が
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
同
市
動
の
あ
り
ん
等
に

つ
い
て
M

熱
心
に
討
議
す
る
な
ど
、

ト付

広
義
な
叫
川
修
会
と
ら
り
ま
し
た
e

2
月
幻
円

－

m円
の
両
日
、

県
新
み
念
ス
キ

i

坊
で
、

ω名
の
参

加
を
利
て
、
判
日

間
ス
ポ
ー
ツ
少
年

回
山
桃
子
ス
者
｜
州

修
会
が
れ
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
川
川
修
会
は
、

川
けれ
の
他
人
t
打
成

と
と
も
に
ス
キ
ー

を
泊
し
て
、
川ハ
以

川
刊
行
の
協
訓
件
と

迎
肝
心
叫
之
」詫
い
、

J

’
I

：1
 

少
年
川
川
動
を
よ

リ
允
山ん
し
た
も
の

に
し
よ
う
と
、
ト
川

年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

来日

....熱／~＼に指導を受ける団員たち

....南部宏美さん

3月10日
泊高校生アメリ力へ

この臼，国際的視野をJよめあわせて

生きた英語を学ほうと， i(I高絞めif排外

研修団 （教諭 2人，生徒15人）が，ア

メリカ丙海l:;1ーのシア ト ルに 1•11け出発し

ていきました。

一行は，この日夜成Lil全治からシア

卜ルに向け旅立つため． J R j内時代を’1:

前 9ll寺 11分のすIt越号で出発。 ~~＇＇＂では

リッチランドなど阿樹i.;?3昔11diでホー

ムスティ（民家に 1i·JH.1 ） を行~ ＼＇ 学校

訪問や交歓会を交えながら併修するこ

とにもJっています。

花と緑のポスターに
昨秋，l県イと

と紋の銀行が

募集していた

花と紘の;t;ス

ターに＇ i判｛栄

小字：校2年（当

時）の南部宏美さんの作品が特貨

に選ばtl, ~~~手1163年度の花と 1；止の

伴発ポスター として県下の公共機

関などに配付されました。

3月6日
豊かな心を育てる推進大会

3月1日
スマートな診療券に

表発能芸工郷ガ

掌

A
Q

去

三

存

、

保

弘

謡民区地構
成企

この日，役場4防ホールで＇150人あ

まりの学校教打 ・社会教Ti関係名ヵ、参

加して、史かな心を育てる推進大会カ、

協Ji起されました。

初めに. 4人の優良T1J勾Lを表的し．

次いて二大家H：スマイルの議出久イーさ

んなと 6人のJi／）｛成栄と今後の課題に

ついて体験発表されました。

なお，表彰された方。々は，次の皆さ

んです。

中tJI光j告（南仏：）、安i主純二（tJ 11!1な）．

折谷利人（終Jll) • ii長田JJ!J・（（大家JJ)

3月4日
朝日町暴力追般対策委員会

全国fl~Jに ￥：，カトJ1 jJlJj！（運動が11~閉され

ている 中， 明るく （Jュみよ い凹lをてr勺て

いこうと， この日制ト｜町恭"JJjQ政対策

~員会（会長はllfJ長 ）がl剥かれました。

委員会では、 従；.！~の憐成1-J l (,1.:の総を

Jぶげていく ための会！！IJ改正を行ったほ

か，入1?'."r-祭料から、最j［のみ：カ丘lの

がJ向について報告を受ける とと もに，

今後町あげて君主力HIの進:I＇，を！ill.止 して

いく志店、を縦認しあいま した。

3月6日
横山さんから応援横断幕

↑主

Ulf立山病院の『：会療券がプラスチ ーノ ク

製に変更されました。

新しい訟4t,f1H立、 l.liH行主史問、「不動

ゴ~~；立問、」を 小心に朝日lllfの雄大主 ｜’I?!.¥

をデザイン化したもので， i足オえの~Kの

完全拭U,'jに比べて丈夫なうえ保包：しやす

く， .IJ;¥，者ーさんには 「佼いやすL、」 と好

,]fのようです。

3月q日
大漁安全祈願祭

企新しくなった診療券

3月9日
鹿熊団長に総理大臣表彰

キUl1-1 HIT消ll}jド11

長て・. ・，.；；；山県消

防協会長でもあ

る成11~ゑ1下氏が，

自治体消防功労

者と して内｜務総

理大臣表彰を受

けられました。

~·；j 4~ 

A横山さんから贈られ疋僕断幕

iC1淀川の償山三1リjさんから．パスケ

γ トボールが好きだった亡き:li'の供養

になればと ．問ノ、スケ γ トホール協会

へ応t差別の悦断~.. ~が，総合体行館へバ

スケットボール30紗表示計2中｜［が街－付。

ニグHI‘M:{・H本1王ffiHで開催された悶］ミ

ニパスケ ッ トボー／［，スポーソ少年凶め

けれに
ぷ

上本中東 下 段

j雨荷積
町町町町足

三三 十妥 m中向いJii'1 
枚枚 市 ｜場｜場 水

防 f,0, 町 f~~ 'J!f-回jlllJ UIJ 
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二
男
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統 町

二
人
目
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誕
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お
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で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

必
岡
修
司
長
女
山
香
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中
心

向
山
俊
究

二
女

佑

H
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お
わし
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栄弁： IU'i11f 

！芯＊

11rr air県町
ご
め
い

ふ
く
を

金 -JI：山 jよ；1蛭干上
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阪ノlく f/,o：下
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努 t:';i.J託グ

-f・ー チ υl

この H，大漁安全fir1.9（（然が行われま

した。トI［願きだはこれまで＇ j主主f-'i.((1.%；：従

ギ・t；をι！！裂に行ってきましたが，今凶

か ら治市漁業従」J.：者を合めて行うこ と

V安全を祈る参列者

1、Tー－ー、圃歯固，r理軍事堅薄田空
・.....
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本

の

紹

介

「青
函
ト
ン
ネ
ル
」

石
ノ
森
章
太
郎

津
軽
海
峡
が
で
き
た
の
は
、
今
か

ら

l
万
3
千
年
ほ
ど
的
そ
れ
以
米
、

こ
の
し
ょ
っ
ぱ
い
川
を
波
る
に
は
、

前
代
人
の
丸
木
舟
に
始
ま
り
、
北
前

E望月E五E窒m

広
報
あ
さ
ひ 1』（）（＇lJ品ml'i’ll、HY（＇（.）~·II( 船

、
背
函
連
絡
船
に
よ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
今
、
多
く
の
人
々
の
努
力

と
情
熱
に
よ

っ
て
、
北
海
道
と
本
州

が
陸
続
き
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
鉄
道
史
上
最
大
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
成
し
進
げ
た
人
々
の
ド

キ
ユ
メ
ン
タ
リ

l
コ
ミ

ソ
ク
で
す
匂

「
カ
イ
ワ
レ
族

の
偏
差
値
日
記
」

村
崎
芙
蓉
子

6
月
の
あ
る
制
、
突
然
、
闘
の
前

に
つ
き
つ
け
ら
れ
た
中
学
3
年
牛
，の

忠
イ
の
偏
差
他
。
両
校
に
入
る
こ
と

プ11'ワL絞め

偏差値臼記
村船来栄子

fJ •' ;,1ペーち

品鬼． ， 
” ． 
‘ 

が
な
ぜ
v

｝
ん
な
に
大
ご
と
な
の
か
？

循
環
器
内
科
を
専
門
に
す
る
女
医

が
税
笑
の
教
育
に
直
而
し
な
が
ら
、

仕
事
を
持
つ
符
貌
の
哀
歓
を
こ
め
て

川
相
っ
た
偏
差
値
最
前
線
。
母
と
下
の

円

L
P
h
d
o
v
口
u

。

新

し
い
本

（
一
般
書）

災
問
の
窓
か
ら

ポ
ク
の
学
校
は
山
と
川

共
生
の
思
想

オ
ト
コ
通
リ
八
丁
目

い
の
ち
鮒
い
て

(J 村黒矢日
川 メ 川口 ￥
和 イ紀高
子コ主主主並 !tl(

3H14日から181:1までグ） 5日｜刈．総

合体育館で男女72チーム，約400人が参

加して，第18囲朝日町ビーチノ〈レーボ

ール大会が行司われました。

この大会は． コー ト内4jぎ子の合計

年紛でクラス分けしており、男女各 3

クラス （女子は120歳以上・150歳以上・

1801ぷ以上，男イLt150歳以上・170以以

上・200歳以上）のほか．男女ill介(150

歳以上）の部があり，職場や地区や町

内の1・で組んだチームとともに．，悦夫

婦とまi夫婦の4人で出場するチームな

どもあ ｝｝ ．老岩男女人リ交って熱戦が

民llf.Jされました。

R紙：J手兵lま. -t;i:-1’e Aクラスてす愛勝し

た；W1~fV BCの水i:.';)l埋子さん。

宅4

....熱戦が展開されたピーチ大会

雪
は
よ
ご
れ
て
い
た

大
盤
感
I
Q
2
1
0

遊
び
心

（小
説
）

日

光

殺

人

添

件

内

田

康

夫

祭

じ

ら

れ

た

ソ

ナ

タ

亦

川

次

郎

本
日
も
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル

赤
川
次
郎

長
男
の
出
家
（
芥
川
賞
受
賞
作
）

三
浦
消
宏

維

名

誠

・・.，.健

叩
悼
地
久
校

h
ト“日
f

t

！［凶，

討
肌
w

口
川
コ
J

大
前
研

一

犬
の
系
議

わ
れ
逝
く
も
の
の
ご
と
く

ボ林

i、
:z;え

1勃 れ
ん
げ
読
書
会

日
時

4
月
日
円

（
水
）

午
後

1
時

初
日分

1

M
U侃
セ
ン
タ
ー
印
公
道
五

ご寄付をありがとうご、ざいました

AZ
A
 

員

集

募

手
づ
く
り
布
絵
本
グ
ル
ー
プ

「
え

る
ふ
の
会
」
の
会
員
を
必
集
し
て
い

ま
す
。
参
加
お
叫
み
の
ち
は
例
占
航
ま

で
ご
連
給
く
だ
さ
い
。

< 2月il日～ 3月！OB>

I> 111附生産森林幸IL｛：－さんから山崎小学

校へ印刷用ファ ックスなと＇｛ Jiii品（67

Ji円相当）

I> ,i;m工業さんからif'l小学校へ体育用

備品 （36万円相当）

[> i{J,似の中島栄作（8文人）から朝日中

’Y：校へ教育用f~ii品 （ 20万円相当）

I>大家庄小学校育成会さんから大家rt
小学校へビデオデγ キl台（ 6万円

相当）

昭
和
凶
年
4
月
1
日
（毎
月
1
日
発
行
）
発
行
／
朝
日
町
干
9
3
9
’O
7

－
昭
和
問
年
4
月
号

⑪

敦

V
今
川
の
広
報
あ
さ
ひ
ス
タ
イ
ル
を

少
し
変
え
、
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版

を
広
・
号
の
中
に
入
れ
て
み
ま
し
た
。

お
し
ら
せ
版
か
ら
読
み
始
め
る
人

は
、
「
印
刷
ミ
ス
？
」
と
ピ
ッ
ク

リ
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

「
お
し

ら
せ
か
わ
ら
版
」
を
設
け
た
の
は
、

昭
初
日
年

4
け
月
号
か
ら
。

5
年
前
の

こ
と
で
す
”

V
そ
れ
は
、
生
前
方
レ

圃
ン
ダ
ー
を
設
け
、
皆
さ
ん
が
見
て
級

官
る
だ
け
の
広
報
紙
か
ら
、
使
え
る
広

報
紙
に
し
た
い
と
い
う
目
的
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
カ
レ
ン
ダ

ー
の
袈
印
が
も
っ
た
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
裏
面
を
「
お
し
ら
せ
か
わ

ら
版
」
と
し
て
、
お
し
ら
せ
記
事
を

仙
松
し
て
き
だ
の
で
す
。

V
と
こ
ろ

が
、

一
度
貼
っ
て
し
ま
う
と
、
必
裂

な
記
事
が
残
せ
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
で
、
貼
り
出
す
人
は
少
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
今
号
は
、
お

し
ら
せ
記
ギ
を
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー
と

切
り
縦
し
、
広
報
あ
さ
ひ
の
中
に
入

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、

そ
れ
だ
け
に
し
て
み
ま
し
た
。
こ
れ

で
、
少
し
は
使
い
や
す
く
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

V
4
月
は
、
入
学
や
就
職
な
ど
新
た

な
人
生
の
旅
立
ち
の
ン
｜
ズ
ン
で
す
。

広
報
あ
さ
ひ
も
紙
削
構
成
を
変
え
て
、

新
た
な
出
発
で
す
。

富
山
県
下
新
川
郡
朝
日
町
道
下
1
1
3
3
告
別
川
1
1
0
0

世奔J数 5.112(+'4)計 18.542(+14)女 9797 ( + 11) 男 8,745( + 3) 〔3月の人口〕


